
札幌都心部の街区分類による将来像の把握A1
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全体配置の比較検討

マチとミナトをつなぐ1
◯現状
・漁業や物流をはじめ、港湾を中心に市街地が発展
　→臨港地区や市街地にはさまざまな集客施設が立地 
・駅及び線路により市街地側と臨港地区側に分断

市街地側で駅前広場と再開発ビルを整備し、
臨港地区で新稚内駅舎と交流広場を整備することで、
両者を一体的に整備

日本最北端の駅としてデザイン2

◯課題
港湾と市街地での活動を結びつけて、
相乗効果を生み出す必要性 

稚内駅前地区再開発事業「キタカラ」ー北国の都市デザインー①

札幌都心部を対象とした環境・エネルギー評価による都市デザインプロセスの開発②

積雪寒冷都市において風雪の影響を低減する

都市デザインシミュレーション手法の研究

積雪寒冷都市において風雪の影響を低減する

都市デザインシミュレーション手法の研究
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札幌都心街区の分類
種類
A
B
C
D

ボリューム
大きい
細かい
混在
細かい

高さ
低層
低層
低中層
中層

空地
大
大

中 /分散
小 /分散

街区像
低層建築低密街区
低層建築低密街区
低中層建築低密街区
中層建築低密街区

E
F
G
H

混在
大きい
混在
大きい

低中層
高層
中高層
高層

小 /分散
大

小 /分散
小

低中層建築高密街区
高層建築高密街区
中高層建築高密街区
高層建築高密街区

線路を 60mセットバック (SB)

新稚内駅はホームの正面に
駅舎をつくり、頭端駅であ
ればこそできる列車の正面
から乗降できるようにデザ
インした。
　
北海道の終着駅についたと
いう旅情を掻き立てること
を狙い、演出をしている。

「マチ」と「ミナト」をつなげるため、相互に行き
かう動線を大きく確保する必要性

最終的に旧稚内駅舎を南側に６０ｍセットバックする
形で移設させる配置計画を検討（左図 )

市街地側で再開発ビルと駅前広場を整備し、臨港地区
でＪＲ稚内駅舎と駅前の交流広場を整備

 

風洞実験装置について3 実験風景4

風洞実験によるボリュームの決定5 環境・エネルギー評価を導入した都市デザインプロセス6

3 4

5 6

風雪シミュレーションには、北海道立北方建築総合研究所の粉体装置、風洞装置
を使用した。

実験風景。1/500 の模型を使い、模擬雪となる粉体を当てて、雪の吹き溜まりの
状態をシミュレーションした。

A-1：稚内駅構内の線路先端部分の吹き溜まり
線路先端部分に吹き溜まりが発生。しかし、
駅構内への風の吹き込みがあるため、大きな
吹き溜まりにはならないと予測される。

A-3：仮 ) さいはて広場部分の吹き溜まり
稚内駅の正面部分を 1階下げると、建築物に
よる吹き払いが弱まり、広場部分に吹き溜り
ができる。

B-1：稚内駅ホーム先端部分での吹き払い
駅ホーム先端部分では、隣接建築物から巻き
込まれる風と、住宅棟から吹き込まれる風
により、吹き溜まりが寡ることが予測される

A-2：稚内駅ホーム中央部分の吹き溜まり
隣接建築物との間を抜ける風雪が弱まり、ホー
ム中央部分に吹き溜まりができることが予測
される。

A-6：交流施設駐車場部分の吹き溜まり
稚内駅港内側及び国道側からの風雪が中佐条
部分で合流し、風速が弱まるため、吹き溜ま
りができやすい場所と予測される

B-3：都市間バス停付近での吹き払い
駅前広場の交差点部分及び交流施設の国道側
は、風雪が強く吹き溜まりはできにくい。交
差点部分での強風を解消する工夫が必要

B-2：マチーミナト歩行者道部分での吹き払い
交流施設及び住宅棟によって吹き払いの風が
強くなり、吹き溜まりができにくい。

A-5：交流施設入口部分の吹き溜まり
交流施設の入口部分に吹き溜まりが予測され、
吹き溜まりができないような対応策が必要

A-4：駅前広場中央部分の吹き溜まり
歩行者道で吹き払われた風雪は、駅前広場中
央部分に吹き溜まると予測される

仮 ) さいはて広場

稚内駅舎

A-1 A-2

A-6A-4 A-5 B-3B-2

A-3 B-1

駅前広場

住宅棟

交流施設
交流施設
駐車場

稚内駅ホーム

国道交差点

都市デザイン

A) 稚内駅複合拠点施設の
　まちづくりの課題

B) 風雪シミュレーションより
施設形態の基本形を提示

ア ) 風雪シミュレーションより

「歩行者動線上に吹き
溜まりを形成しない」

C) 基本スタディ案を検討

D) 基本スタディ案の絞り込み

E) 基本スタディ案

「マチトミナトをつなぐ
歩行者動線」

( 稚内駅複合拠点施設の再開発計画 )
環境評価

( 風雪シミュレーション )

風雪シミュレーションの結果としては、「マチ」と
「ミナト」をつなぐ歩行動線上には、雪の吹き溜ま
りは形成されにくく、つまり、雪は冬季に使われ
ない交流広場や、機械除雪が可能な駅前広場に堆
雪することが明らかになった。

再開発事業に対して、風雪シミュレーションを用いて、環境評価を組み込み、評価
結果を計画に反映させる都市デザインプロセスを開発した

更新ボリュームの検討

実験結果

実験結果の評価

A3 必要除雪エネルギー量と二酸化炭素排出量の算出B1

A4

街区更新の方向性の分析より、高層建築と中層建築が考えられる。
高層建築街区は、配置の違いによって 2パターンを設定した。

風雪による屋外歩行空間への影響が以上のように整理された。
評価項目は、吹きだまり・風の強さ・風の乱れを設定した。

街区更新の方向性の評価を行う。結果、中層型が環境・エネルギー評価によって好
ましいボリュームであることが示された。
よって、積雪寒冷地では中層建築を基本に、空地の少ない街区の形成が有利である。

現在では、都市デザインに風雪の影響を反映させると共に、除雪エネルギーや二酸
化炭素排出量を反映させる研究を行っている。より環境に配慮したエコ街区を提案
している。
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風上側建物周りで

大きな吹き払い

建物周りで吹き払い

風上空地に吹き溜り

外壁凹凸周りで

一部吹き溜り

建物周りで強風 建物周りで強風
外壁凹凸周りで強風

街区風下で弱風

建物周りで風の乱れ
建物周り、交差点部

で風の乱れ

外壁凹凸周りで

一部風の乱れ

空地部分での積雪

により大きい

空地部分での積雪

により大きい

屋根への吹き溜りに

より道路の積雪軽減

壁面からの日射

受領が大きい

壁面からの日射

受領が大きい

屋根面からの日射

受領が大きい

ツインタワー
と大きなオープンスペース

空地と高さを抑える
屋内広場
人の滞留を生む外壁の凹凸

ツインタワー
と大きなオープンスペース

札幌都心部の街区を街区容積率・空地率によっ
て 8パターンに分類した結果、街区更新の方
向性として以下の２つが考えられる。
・高層建築と空地を設ける高層建築街区
・中層建築と空地の少ない中層建築街区

出典：北方建築総合研究所

出典：北方建築総合研究所

日

日

日

高層建築街区 中層建築街区

■人が滞留できる建物と街路に囲まれたオープンスペースを
　確保するツインタワー

■風向きに対して直列　⇒　高層 A型

■風向きに対して並列　⇒　高層 B型

■空地・高さを抑える

■アトリウムの中庭

■外壁に人の滞留を生む凸凹
　のあるオープンスペース

高層 A型 高層 B型 中層型

高層 A型 高層 B型 中層型

現況更新型街区 高さ統一型街区 山型街区 囲み型街区


